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 付表 3 底魚類モニタリング調査結果・津軽海峡-2 
操業年月日 2011/10/13

調査海域 ・水深 大畑100
網着底時緯度 41°28.38′N
　　　　　　経度 141°11.00′E

巻網開始時緯度 41°28.86′N
　　　　　　　 経度 141°13.03′E

網離底時緯度 41°27.82′N
　　　　　　経度 141°13.15′E
曳網開始時刻 13:40
曳網終了時刻 14:13

曳網速度（ノット） 2.8
ワープ長 430

網離底時ワープ長 280
網離底時水深（m） 100
ネット袖先間隔(m） 11

着底～巻上げ 3,207
巻上げ～離底 1,995
曳網距離（m） 5,780

曳網面積（k㎡） 0.0659
天候 bc
波浪 3

風向・力 wnw3
気圧 1017.2

表面水温(℃) 18.6
10ｍ 18.3
25ｍ 18.1
50ｍ 16.0
75ｍ 15.0

100ｍ 13.5
150ｍ 13.5(101m)
200ｍ
250ｍ
300ｍ

漁獲物(尾数)
ホシザメ
トラザメ 92

アブラツノザメ
ノコギリザメ
ガンギエイ

ギス
マアナゴ

カタクチイワシ
マイワシ
ニギス 51

キュウリエソ
アオメエソ

エゾイソアイナメ

スケトウダラ

マダラ
エゾイソアイナメ

キアンコウ
サギフエ
アイナメ
カジカ科

クサウオ科 7
ケムシカジカ

ヤギウオ
マルカワカジカ

ウスメバル
クロソイ
ハツメ

カナガシラ 41
イカナゴ

サラサガジ
ガジ

メダマギンポ

ハタハタ
ウロコメガレイ
カラスガレイ
サメガレイ
ソウハチ

ババガレイ 1
ヒレグロ

マガレイ

マコガレイ 1
ミギガレイ

ムシガレイ

ヤナギムシガレイ
フグ科

コウイカ科 2
ダンゴイカ科
スルメイカ

ジンドウイカ 5

ヤリイカ

東通原子力発電所温排水影響調査 
 

（海洋生物調査：イカナゴ） 

（要 約） 

 

伊藤欣吾 

 

 

目   的 

 東北電力東通原子力発電所の温排水が、周辺海域の主要魚種であるイカナゴに与える影響を把握する。 

 

材料と方法 

1. 漁獲動向調査 

白糠漁業協同組合と泊漁業協同組合のイカナゴ漁獲量を調べた。 

2. 標本船調査 

平成 23 年 4 月～6 月に白糠漁業協同組合と泊漁業協同組合所属漁船 8 隻を光力利用敷網漁業の標本船

として調査を実施し、漁場を 10 海域に分けて解析した。 

3. 仔魚分布調査 

平成 23 年 2 月～4 月各月 1 回、白糠・泊地区周辺海域の 10 地点において、試験船開運丸によるボン

ゴネット往復傾斜曳を行い、仔魚の分布密度を調査した。 

 

結   果 

1. 漁獲動向調査 

平成 23 年の両漁協のイカナゴ漁獲量は 119 トンで、昭和 56 年～平成 22 年の平均漁獲量の 49.3％で

あった。 

2. 標本船調査 

平成 23 年のイカナゴ漁場は、区分した 10 海域のうち泊漁港南側海域で最も漁獲量が多かった。 

3. 仔魚分布調査 

平成 23 年のイカナゴ仔魚分布密度は平均 7 個体／100ｍ 3 で、平成 22 年の 6 個体／100ｍ 3 と同等の値

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表誌：東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書（平成 23 年度第 1 四半期報）．青森県，平成 23 年

11 月 


